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通算 881 号 2019 年 12 月 18 日発行 

 

合同職懇を開催しました！ 

 

2019年度の合同職種別懇談会が、12月7日に開催されました。今回は、全大教関東甲

信越地区協議会議長でもある、農学部の植木達人先生に、「これから組合で取り組んでいく

課題について」と題して、信大の教職員組合がこれまでに成し遂げてきた成果を確認し、こ

れから取り組んでいくべき課題について、まとめていただきました。議論も活発に行われ、

実りのある会となりました。 

 

パートタイム・有期雇用労働法の改正により、2020年4月から「正規労働者と非常勤労

働者との不合理な待遇差の禁止」が施行されますが、これは信大をはじめ、全国の大学や様々

な職場の教職員組合が地道に訴え続けてきた成果であると言えましょう。休暇の待遇改善に

ついては、かねてから組合が申し入れていた忌引き休暇、夏季休暇結婚休暇のほかに、子の

看護と親の介護についても特別休暇が認められたことも、組合が粘り強く活動してきた成果

であります。 

そもそも労組が取り組むべき最重要課題は、①賃上げ、②職場の労働環境の改善、の２つ

であるべきであること、これからも様々な差別や問題に取り組んでいこうと皆で確認しあい

ました。 

それに基づいて考えると、非常勤職員の待遇はいまだに劣悪であります。長野県のパート

タイム労働者の平均時給は1010円ですが、大学では、その仕事の専門性や特殊性を必要と

する仕事内容が求められることを考えると、長野県平均と同等かそれを上回る賃金であるべ

きでしょう。実際に、パート職員では時給1000円を超える大学は多くあるにもかかわらず、

信大はいまだに900円にとどまっています。 

最近では、アルバイトやパートタイマー、契約社員と正規職員の賃金格差が不合理である

という判決も続いており、「同一労働同一賃金」の議論も起こっていることから、 

 

（1）パートタイム職員の時給を、現行900円から1050円に引き上げるよう要求する。 

（2）フルタイム日給（7時間45分）を、採用時現行7200円から8140円に引き上げる

よう要求する。 

 

これらの２点を、引き続き要求していきます。 

 

常勤職員の賃金については、「信州大学教職員の平均給与の推移」「信州大学教職員のラス

パイレス指数の推移」を参照しながら、確認していきました。信大教職員の給与この10年

下がっており、2009年の平均給与は、どの職種・職階においても2007年の水準を大きく

下回っています。ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を100とした時の地方公務
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員の給与水準を示す指数で、長野県のラスパイレス指数は99、長野市100.5、上田市99.5、

松本市99.0となっていますが、信州大学教職員の給与水準は、2017年の時点で90から

92に留まっています。勤続10年の准教授の給与で推計しますと、ラスパイレス指数が100

になると、年間で65万円から90万円程度の増額になります。 

 

団体交渉で賃金上昇を要求しても、大学側はいつも苦しい財政状況を理由にしてこれに応

じませんが、昨年度の合同職懇で財務表の見方を勉強しますと、信州大学の財政状況は悪く

ないこともわかりました。 

 

（1）自己資本率は50％を越えていて優良である。 

（2）流動比率（短期支払い能力を示す指標）は100％を越えており、支払い能力も問題

ない。 

（3）（支出全体に占める）人件費比率は48.8%と全国25の中規模大学（病院有り）の平

均50.8%をかなり下回っている。 

（4）同期および資金期末残高は52億円から116億円と倍増している。 

 

これらのことから、ひきつづき、ラスパイレス指数の改善を要求していきます。せめて国

家公務員・県・キャンパスがある市なみの賃金に引き上げることを目指します。 

 

これらの取り組みには、組合員の増加と維持が不可欠です。皆の力で、少しでもより良い

職場を目指していくにはどうすれば良いかについても議論されました。これまでの組合の成

果を確認して発信していくこと、これらの問題に取り組めば、教職員個人にどのような具体

的なメリットがあるかを積極的にお知らせしていくことによって、教職員組合の活動に賛同

していただける方を募っていきたいと話し合いました。 
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